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ブラックホール連星XTE J1859+226は 1999-2000年にアウトバーストを起こし、RXTE, ASCA, Beppo-SAX
など様々なX線衛星で観測された。ハードからソフト、そしてハード状態へと典型的なアウトバースト進化を遂
げ、このアウトバーストの初期段階で 5回の電波ジェットの放射が示唆されている (Brocksopp et al. 2002)。こ
のことから降着円盤とジェットの関連を調べる上で非常に重要な天体である。我々は広帯域X線データ (0.1–300
keV)を解析し、円盤からの多温度黒体放射とそのコンプトン散乱成分というモデル化を行い、その詳細スペクト
ル解析結果と出版済の時間変動解析結果 (Casella et al. 2004)を組み合わせ、以下のことを明らかにした。
20 keV以下のX線フラックスが増光するアウトバースト初期 (ハードから中間状態)では、多温度黒体放射の

内縁半径 (Rin)と内縁温度 (Tin)が逆相関しながら激しく変動し、コンプトン散乱成分も強く現れ、様々なタイプ
(A,B,C)の準周期的変動 (QPO)も観測された。スペクトルパラメータはQPO周波数や変動率 (RMS)などの時
間変動結果とも極めてよく相関している。初期期間をすぎると Tinが 0.9 keVから 0.2 keVまで徐々に下がる減
光フェーズ (ソフトもしくは中間状態)となり、Rinは約 60 kmと極めて安定に保たれ、最内縁安定軌道 (ISCO)
に達したことを示唆する。あらためて初期段階を見ると Rinは数 100 kmから徐々に小さくなり、ISCOに近付
いたり遠ざかったりを繰り返している。Type-C QPOが出現する時にはRinとQPO周波数との間に逆相関の関
係が成り立ち、高温の移流優勢流と円盤の境界でおきている現象であることを示唆する一方、Type-Aと Bでは
Rinは ISCOに達しほぼ変動せず、QPO周波数はむしろ光子指数 Γに相関している。


